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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 125 kDa; Observed MW: 125 kDa

JAK3

JAK3; Tyrosine-protein kinase JAK3; Janus kinase 3; JAK-3; Leukocyte janus kinase; L-JAK
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	応用
	抗原情報
	背景
	非受容体型チロシンキナーゼ。インターロイキン-2およびインターロイキン-4シグナル伝達経路に関与する。STAT6、IRS1、IRS2、PI3Kをリン酸化します。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	Phospho-JAK3 (Tyr785) 抗体を使用した 453 溶解物中の Phospho-JAK3 (Tyr785) のウエスタン ブロット分析。
	

	JAK3 (リン酸化 Tyr785) 抗体を使用した、免疫原リン酸化ペプチド (リン酸化左) および非リン酸化ペプチド (リン酸化右) の酵素結合免疫吸着測定 (リン酸化 ELISA)。
	

	JAK3（リン酸化Tyr785）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	Phospho-JAK3 (Tyr785) 抗体を使用した、Jurkat 溶解物中の Phospho-JAK3 (Tyr785) のウェスタン ブロット分析。右側のレーンは、Phospho- ペプチドでブロックされています。

